
会議概要書 

会議の名称 第４回 校務等調整委員会 

日 時 令和４年１２月２２日（木）午後５時３０分～７時３０分 

会 場 第一中学校 会議室 

出 席 者 市教委：荒井教育長、竹内次長、平林課長、松倉課長補佐、一本木課

長補佐 

一 中：７名 

仁 中：７名 

次 第 １ 開  会 

２ 教育長あいさつ 

３ 報告事項 

（１）再編進捗状況について 

４ 会議事項 

（１）開校に向けた作業スケジュール等について ／ （２）その他 

５ そ の 他 

６ 閉  会 

主な意見等 【再編進捗状況に関すること】 

・登校時の自動車での送りが増えることが想定されるので、新たに整

備する駐車場とすることはできないか ⇒ 登下校時はスクールバス

やふれあい号の乗車場所となり混雑が予想されるので、市役所駐車

場を利用してもらうよう案内する。案内は学校。 

・日課を調整している中で水曜日は５校時で下校となるため、帰りが

早くなるが、ＪＲで北方面へ帰る生徒が丁度良い電車がない（１時

間くらい待つ） ⇒ 検討。 

・自転車通学の通学路は ⇒ 各家庭で安全なルートを決めて通学届を

提出してもらう。ルート指定はないが、届出を確認し、変更が必要

な場合は指導する。 

【開校に向けた準備計画等に関すること】 

・スケジュール表について、３月にも廃棄コンテナを設置する。 

・交流事業について、３学期に校歌の歌唱指導ができるか ⇒ 実施方

法について検討。 

・トロフィー等は一中・仁中で半分ずつ展示する。 

・廃棄の基準について ⇒ 両校調査の上、再検する。両校同レベルで

残すもの廃棄するもを取り扱う。 

・美術品の展示物の整理。リスト化する。展示は半分ずつ。大きな展

示物は業者をお願いする。 

・一中校長室に様々な記念誌等がある ⇒ 学習センター隣接の書庫に

入れる。 

・校章バッヂについては、身に付けないこととする。現一中の校章バ

ッヂも身に付けない。 



・学校生活の決まりは表現等を見直しする。「必ず」「～すること」 

・一中からの生徒用「机・イス（２００セット）」の移動 ⇒ ３月２２

日に一中生徒は一中体育館に持ち込みし、３月２８日に一中体育館

から仁中体育館へ教職員及び市教委職員で移動。３月２９日に仁中

教室へ生徒等で移動する。 

・サーバーについて、一中と仁中のものが併設となるが大町中はどう

なるのか。また、容量は大丈夫か。再編前の大町中についての一中、

仁中で共同作業があるが、それは共同のサーバーに入れるのか ⇒ 

併設したサーバーは過去が見られるようにする。全職員が両サーバ

ーにアクセスできる。容量不足の場合は増設になる。不要なデータ

の削除は両校で実施する。サーバーの設定については業者と調整す

る。 

【校務分掌、図書整理、保護者懇談会の質問・要望に関すること】 

・養護教諭配置 ⇒ 心の相談員で教科を持たず看護師や教護教諭資格

の方を市費で配置できるか検討。 

・職員数の充実 ⇒ 県へ要望はしている。市費は別途検討。 

・子どもたちの意見を大切に ⇒ 学校間では子ども同士が検討してい

る状況などが保護者に伝わっていないようである。今後、小学校再

編でもこのような点に配慮が必要。 

・部活動 ⇒ クラブ化の方向性になっていくが、顧問は付けたい。保

護者会は充実したい。会長や会計などを置き、学校に依存する形で

なく、保護者会があって顧問がいる形としたい。具体的には教員が

配置にならないと決められない部分がある。教育委員会では各部の

基本的な規約を作成したい。 

・部活動の保護者への説明は ⇒ 代表の方に説明する方法になる。市

教委では、規約と補助金。学校では顧問。市教委と学校と一緒に説

明になる。 

【開・閉校式に関すること】 

・開校式・閉校式は市が学校設置者なので、市が行う。 

・来賓 ⇒ 閉校式はある程度圧縮する。開校式は市を挙げてのセレモ

ニーになるため、ある程度の規模としたい。市教委でたたき台。卒

業式と閉校式、入学式と開校式はセットなので、案内や参集範囲は

合わせたい。 

・保護者 ⇒ 待っている場所がないので、一緒に参加でよい。 

・離任式・退任式 ⇒ 離任式は前日の終業式とする。一中、仁中で時

間帯を調整。退任式も離任式に含める。 

【その他】 

・令和５年４月３日が新校スタートとなる。市教委から教職員へ激励

をお願いしたい。 
 


